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問題． 

病院外心停止（OHCA）は救急医療における最も深刻な課題の一つであ

り、米国で年間約 30 万人、欧州で約 28 万人、日本で約 10 万人が発生

している。救急医療体制や蘇生ガイドラインが進歩しても、生存率は依

然として低い。 

市民による早期の心肺蘇生（CPR）は予後改善に直結するため、その普

及は公衆衛生上の重要な課題である。 

市民 CPR の普及策として、CPR 訓練（学校教育、VR や短時間コース、

オンライン講習など）と、緊急通報時に指令員が電話で指導する DA-

CPR（Dispatcher-Assisted CPR：口頭指導）がある。DA-CPR は未経

験の市民にも行動を促す点で有効性が報告されている一方、胸骨圧迫の

深さ・テンポ・中断時間など質の面で課題があるとされる。また、事前

訓練を受けた市民は DA-CPR に依存するより迅速かつ質の高い CPR を

行う傾向があり、神経学的予後や生存率も良好であるとの報告がある。 

病院外心停止（OHCA）における市民 CPR 普及策としての DA-CPR（口

頭指導）と市民 CPR 訓練の意義と課題について、救命効果・CPR の質・

市民教育や公衆衛生的視点を踏まえて、あなたの意見を 800 字以内で述

べなさい。 


